
授業でのICT活用とは？
〜 新学習指導要領が公表されましたが、これに沿うかたちで、授業の中で、

ＩＣＴを何のために、どのように使ったらよいのでしょうか 〜

「主体的・対話的で
深い学び」の実現
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普通教室のＩＣＴ環境整備促進プロジェクトの目的
　文部科学省の「平成 30 年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」のポイントに
もとづき、教育の情報化がより一層進められようとしていますが、学校現場ではＩＣＴの導
入・活用がなかなか進まない現実があります。一方、2020 年度からスタートする新学
習指導要領では、各教科での知識の習得に加えて、情報化社会を生き抜いていくための
汎用的な資質・能力が必要であり、そのために「主体的、対話的で深い学び」が求め
られています。
　このような学びを進めるに当たって、ＩＣＴの活用に対する期待が高まっていますが、「主
体的、対話的で深い学び」にＩＣＴが有効であるということは自明のことではなく、具体的
にＩＣＴがどう貢献できるのかを明らかにしていく必要があります。
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新学習指導要領とＩＣＴ活用

新学習指導要領の概要 ⃝ 新学習指導要領では、「何を学ぶか」に加えて「何ができるよ
うになるか」、「どのように学ぶか」ということも記述されます。

⃝ 新学習指導要領の内容を詳しく解説した各教科の「学習指導
要領解説」には、ＩＣＴの具体的な活用例も掲載されています。

何ができる
ようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に
活かそうとする

学びに向かう力・
人間性 等の涵養

生きて働く
知識・技能 等の習得

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・
表現力 等の育成

何ができるようになるか

• 主体的な学び
　学ぶことに興味を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら見通
しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる学び。

• 対話的な学び
　子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かり
に考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める学び。

• 深い学び
　習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見
方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、
情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思
いや考えを基に創造したりすることに向かう学び。

どのように学ぶか

新しい時代に必要となる資質・能力

 教育の情報化促進に役立つ資料・リンク集
ＩＣＴを活用した学校教育に必要な

機器・設備・教材のリンク集
先生と教育行政のための
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ＩＣＴを活用した学校教育のイメージ普通教室のＩＣＴ環境整備促進プロジェクト ▶▶▶ ＩＣＴを効果的に活用し、主体的・対話的で深い学びを実現！

段階的な ＩＣＴ環境
整備と活用

情報活用能力育成
知識・スキル定着

社会に出て役に立つ

３クラスに１クラス分程度の
学習者用ＰＣ

主体的・対話的な
学習を促進

無線ＬＡＮと可動式の
ＰＣ数台／クラス

大画面提示を活用した
「わかる授業」の実践

普通教室・特別教室に
大型提示装置

ＩＣＴを活用した
授業機会を提供

ＰＣ教室と
共用の大型提示装置

思考力・ 判断力・
表現力を高める指導力

思考力・判断力・
表現力を高める指導力

ＩＣＴ活用指導力
教えるためのＩＣＴ活用

学び合いにより思考力・コミュニケーション力を育む！

大画面を活用し、「わかる授業」を実践！ クラス全員が授業に集中！

◦１日１回程度、ＩＣＴを活用した主体的・対話的な授業を実践
◦ 主体的に考える力や他者と協働し問題解決に取り組む姿勢を育成し深い学びへとつなげる

 【調べ学習・討議・まとめ・発表】
課題について野外観察をしたり、インターネットで調べたりし
て、タブレット上でまとめた資料を大型提示装置に映し、クラ
ス全体で話し合うこともできます。いわゆる協働学習を行う
ための環境として利用できます。

【シミュレーション活用・データ分析】
これまでに身につけた知識・技能を活用し、問題発見・
解決能力を習得することができます。シュミレーションな
どのデジタル教材を使って、グループで思考を深める学
習を行うことができます。

【普通教室のシステム構成例】
無線ＬＡＮ 常設無線ＬＡＮアクセスポイント １台

ＰＣ 可動式ラック搭載タブレットＰＣ ４５台

大型提示装置 電子黒板 １台／教室
コンテンツ等 指導者用デジタル教科書、表現・協働学習アプリ
その他 充電保管庫

◦ 情報や情報機器を活用するための基礎的な資質・技能を着実に定着できる授業を実践
◦ 大型提示装置の特性を活かした画像、音声等を効果的に提示し、理解力や集中力 を高める

【ＰＣ教室のシステム構成例】
有線ＬＡＮ 情報コンセント ４０ポート
ＰＣ デスクトップパソコン ４０台
大型提示装置 電子黒板 １台、書画カメラ（実物投影機） １台
コンテンツ等 指導者用デジタル教科書・教材

◦ 思考力・判断力・表現力等を育む、ＩＣＴを活用した主体的・対話的な学びを日常的に実践
◦タブレットを活用し、個々人の習熟度等に合わせた個に応じた学びを実践
◦ 知識・スキルの着実な定着と問題解決能力、言語能力、情報活用能力等の汎用能力を育成

【１人１台の環境での協働学習】
算数の問題の解き方を一人一人が考えて、その解き方をタ
ブレットＰＣ上に書き、教師がいくつかの典型的な解き方を
電子黒板上に掲示して、クラス全員でその解き方を考える
といった協働学習を行うことができます。

【習熟度に応じた個別学習】
児童生徒一人一人に適した個別学習を行うことができ
るので、知識やスキルの定着に大きな効果が見込め、学
力の向上に結びつくことが期待できます。

【普通教室のシステム構成例】
無線ＬＡＮ 常設無線ＬＡＮ アクセスポイント　１台
ＰＣ タブレットＰＣ  ４５台（１人に１台の環境）
大型提示装置 電子黒板 １台／教室

コンテンツ等
指導者用デジタル教科書、表現・協働学習アプリ、
個別学習アプリ

その他 充電保管庫

◦ 日々の授業でデジタル教科書／教材／資料の図／映像を大きく提示し、ポイントを焦点化
◦ 学習のめあてを確実につかめる分かりやすい授業を日常的に実践し理解度を高 める
◦ 複数人のノート等を並べて大きく提示し、クラス全員で考え、理解度を深める

【一斉授業で拡大して提示】
理科実験の結果など、拡大提示した画像に補足説明など
を書き加えたりすることで、教育効果がより一層高まることが
期待できます。図を並べたり重ねたりして、よりイメージをわか
りやすくすると、児童生徒の理解度が高まります。

【手本や実演の様子を提示】
家庭科・毛筆書写など実習形式の学習において、書画カ
メラで拡大した教員の実演の様子や、教材のビデオ映
像を見ながら説明すると児童生徒に要点がよく伝わりま
す。

有線ＬＡＮ 情報コンセント １ポート （無線ＬＡＮ：常設無線ＬＡＮアク
セスポイント １台／教室）

ＰＣ ノートＰＣ １台／教室、タブレット １台／教室
大型提示装置 電子黒板  １台／教室、書画カメラ １台／教室
コンテンツ等 指導者用デジタル教科書・教材

【普通教室のシステム構成例】
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子どもの自発的な学びを促進！

【コンピュータ教室を利用した作品・資料の発表】
　個人やグループで考えをまとめ作成した作品・資料を大
型提示装置に映して、発表することができます。

【基本操作の習得や作品の製作・プログラミング】
キーボードを使ったタイピング練習などや図画工作・美
術、音楽（作曲）などの作品づくりに活用できます。
また、コンピュータ教室のパソコンを使い、プログラミン
グ教育に活用することができます。


